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物質材料研究なら金研へ！



支援内容は年度ごとに変更になる可能性があります。

2026 年 4 月 1 日現在

金属物性論研究部門 野村 悠祐

低温物理学研究部門 酒井 英明

関 剛斎

宮本 吾郎

山中 謙太

渡辺  万三志

材料科学総合学科（大学院進学時）

化学科（大学院進学時）

大学、国研、
海外研究機関

など

　　　 大学院博士課程後期
学生、35 才以下のポスドク

　　　 大 学 院 博 士 課 程 前 期 2
年目に在学し、博士課程後期に
進学を予定の者※、大学院博士
課程後期学生

それ以外の
支援制度
一覧はこちら

大学院生経済支援
RA・AA 制度

金属材料研究所（金研）で研究を行うためには、研究室が協力講座

（P3 参照）として所属する研究科の大学院入試を経る必要がありま

す。主に大学院からの配属になりますが、専攻によっては学部 3-4

年次から研究室に配属可能です。他大学や高等専門学校卒業の学生

も大学院から金研で学ぶことができます。

協力講座とは研究所にある研究室を指します。基幹講座（学部の研究室）と同様に、

協力講座も学生を受け入れています。進学の際には、連携先の研究科の受験を経て、

金研の研究室に配属されます。

最新の情報は金研や各研究室の web サイトをご確認ください。

金研は物質・材料研究分野の中心的役割を担う研究所です。
100 年以上の歴史を基盤とした、充実した研究設備や高度な技
術、優れた人材を有し、この他にはない環境を活かして研究に
取り組めることが、金研で学ぶ最大の魅力です。「ここにしか
ない技術で新しい材料を創りたい」「ここにしかない装置を使っ
て未知の現象を探りたい」という熱意をもった学生が集まり、
最先端の研究に励んでいます。

※日本学術振興会特別研究員 DC1 に申請を行った者

金研で学ぶための道のり



（宮坂研）

金属錯体格子、電荷移動錯体、電子・
磁気挙動、多孔性配位高分子、化学
的相互作用 / 物理応答の協奏的制御

（秋山研）

（笠田研） （青木研）

アクチノイド・希土類元素を含む量子物質の
磁性・超伝導・強相関電子系の物理

（佐々木研）

（野島研）

（藤田研）

（藤原研）

、新物質

（野尻研）

金属物性論研究部門（野村研）

理論・計算科学による量子物性の理解と設計

金研理論物理

教授 野村 悠祐

物性理論、量子物性、機械学習、
物質設計

（小野瀬研）

J-PARC に設置した中性子散乱装置とスピン・格子の励
起スペクトル

物質中の相互作用する電子の振る舞いを最新鋭の理
論・数値手法で解析することで、量子現象の理解と
予測を目指します。現存する物質の性質を予測するだ
けでなく、新たな機能物質の予言まで見据えて研究
を行っています [ 右図：J. Phys.: Condens. Matter 28, 
153001 (2016) より ]。

研究室で作製された様々な電界効果トランジスタや薄膜
デバイスにおける超伝導転移（電気抵抗の温度依存性）

分子性有機超伝導体
κ-(BEDT-TTF)2X, 
X=Cu(NCS)2, Cu[N(CN)2]Br

導電性高分子材料
PEDOT:PSS

低温物理学研究部門（酒井研）

新しい量子マテリアルの物理と機能の開拓
―物質の個性から普遍性へ

トポロジカル物質創成

教授 酒井 英明

トポロジカル量子物質、強相
関電子系、ディラック電子系、
物質開発、量子輸送測定 伝導キャリアとして相対論的準粒子を有する磁性体の

設計と創製



（久保研）

マルチスケール計算科学シミュレーションによる
エネルギー問題の解決と安全・安心社会の実現

マルチスケール・マルチフィジッ
クス計算科学シミュレーション、
スーパーコンピュータ、マテリ
アルズインフォマティクス

（加藤研）

（加藤研）

金属学に基づいた医用金属材料の
成分・構造・形態制御に関する研究
生体材料学講座 医用金属構造形態制御学

（関研）

ナノ構造制御によるマグネティクス／
スピントロニクス材料の創製

教授 関 剛斎

スピントロニクス、ナノ磁性、
エネルギー変換

新素材共同研究開発センター（梅津研）

材料創製、組織制御、材料機能、
磁気物性、共同研究

（吉川研）

材料設計、シンチレータ、半導
体、圧電材料、合金、共晶体、
マイクロ引下げ法、チョクラル
スキー法、ブリッジマン法

（山中研）

先端加工プロセスによる
高機能医用金属材料の開発
生体材料学講座 医用金属材料学分野

教授 山中 謙太

生 体 用 金 属 材 料 、 3 D プ リ
ン タ ー 、 人 工 関 節 、 歯 科 材
料 、 C o - C r - M o 合 金 、 チ タ
ン合 金 、生 体吸 収 性 材 料

（宮本研）

教授 宮本 吾郎

（市坪研）

強磁場超伝導材料研究センター（淡路研）

（折茂研）

水 素 貯 蔵 技 術 、 高 圧 合 成 技
術 、AI・ロボティクス、デ ー
タサイエンス

（渡辺研）

材料特性解明のためのナノ微細構造解析と
化学分析

教授 渡辺 万三志

高 分 解 能 電 子 顕 微 鏡 、 ナ ノ
構 造 解 析 、電 子 線 損 失 分 光 、
X 線 分 光

複合機能材料学研究部門（熊谷研）

先進計算技術と情報学の融合による
新たなセラミック材料研究
材料機能制御プロセス学講座

教授 熊谷 悠

計算材料学、マテリアルズイ
ンフォマティクス、セラミック
ス、点欠陥 MoS2 中の不純物の系統的計算結果

OCCC 法と酸化ガリウム
単結晶

新規開発した高融点酸化
物単結晶

新しいスピンホール材料の Cu-Ir 非平衡合金。Ir 濃度
が 25 at.% 近傍において、スピン角運動量の流れであ
るスピン流を効率よく作り出すことができる。

（a）-1�

（a）-2 �

（b）�

金属溶湯脱成分反応による超微細ナノポーラス金属・
合金・複合材料の作製の模式図

Ti-6AI-7Nb 表面 AI 濃度を低減、かつ、表面凹凸
を付与して生体親和性を向上する。

電子ビーム積層造形で製造した Co-Cr-Mo 合金製
人工膝関節

マルチスケール計算科学シミュレーションによる宇宙
機器の材料設計

高分解能収差補正電子顕微鏡 ( 左 ) とチタン酸ストロ
ンチウムの高分解能像 ( 右上 ) および X 線分光による
原子分解元素マップ ( 右下 )

最先端の材料合成・評価技術とデータプラットフォー
ムとを融合した革新的水素貯蔵材料の開発

リチウム負極
電池、マグネ
シ ウ ム 蓄 電
池、デュアル
カチオン電池
などの革新蓄
電池や蓄熱エ
ネルギー材料
の開発



※所属、学年はインタビュー当時（2026年1月）のものです。

A1　超伝導という現象に魅力を感じ、学部では
基礎研究寄りの超伝導の研究室に所属していま

した。研究に取り組むうちに、もっと社会に近い

応用寄りの研究をしたいと思い、学部の先生か

ら現研究室の土屋先生を紹介していただき、研

究室を訪問しました。実際に使える施設を見て、

進行中の研究や今後の展望について直接お話

を伺う中で、自分の求める研究環境があると感

じ、金研への進学を決めました。島根から遠い

仙台への移動には覚悟が必要でしたが、「やり

たいことを追いかけたい」という思いが強く、新

しい環境にも前向きに飛び込めました。

A2　進学を考えるまで金研の存
在を知らず、研究室訪問で初めて

足を運びました。広いキャンパス

と歴史ある建物に圧倒されまし

た。「研究所＝静かで閉鎖的」と

いうイメージを持っていましたが、

実際はイベントも多く、先生や学

生との交流が活発で明るい雰囲

気です。

A3　他大学から環境を変えてでも取り組みた
い研究があって進学してきているので、その「や

りたいこと」に2年間しっかり没頭できるのは、と

ても大きなメリットだと感じています。新しい環

境に慣れるまで少し時間がかかりましたが、自

分の選んだ場所で研究に集中できることに大き

な価値を感じています。

A4　博士課程前期修了後は、企業の研究職や
技術開発職のいずれかに就きたいと考えてい

ます。金研で学んだ超伝導の知識や研究経験を

活かし、社会に貢献できる仕事に携わりたいと

思っています。

A5　外部進学を決めるのは、周りと違う選択
をすることでもあり、不安やプレッシャーを感じ

る人も多いと思います。知らない土地で、知らな

い人たちと、新しい装置や知識を身につけてい

くのは確かに大変ですが、意外とどうにかなる

ものですし、人間は思っているよりずっと強いで

す！大切なのは「自分は何をやりたいのか」とい

う軸。それさえあれば、あとは自然とついてきま

す。不安に負けず挑戦してほしいです。

A1　きっかけは、学部3年のオムニバス授業です。
現指導教員の藤原教授が動画で見せてくださった

「固液界面が成長する瞬間」に強く惹かれました。理

論寄りの物理学科に対し、金研は工学寄りで実生活

につながる研究が多く、応用研究に魅力を感じまし

た。材料の知識がなく不安もありましたが、「ここで研

究したい」という気持ちが勝ち、金研への配属を志望

しました。

A2　学部入学前から金研の存在は知っていましたが、
物理学科から進学できるとは思っていませんでした。

実際に来てまず感じたのは、学生に対する教員の数が

とても多いことです。助教の先生が学生部屋にいたり

して、気軽に相談できます。ゼミでは教授自身が進め

ている研究を発表してくださり、研究の幅や知識のつ

ながりを実感できます。企業との共同研究も多く、社会

との距離が近い点も魅力です。

A3　理学部は４年次に研究室配属されるので、学部
生の段階から企業との共同研究や社会人ドクターの

方との交流が多く、研究がどのように社会に生かされ

ているのかを身近に感じられる点が大きなメリットで

す。自分の進路の幅が広がり、将来の選択肢を狭めず

にいられる環境だと感じています。理学部出身である

ことの弱みは特に感じず、むしろ興味を軸に進路を選

べたことが良い方向に働いていると感じます。

A4　今春から博士課程前期に進学します。その先の
進路はまだ決めていませんが、就職や進学など幅広

く考えています。金研での研究を通して興味が広がり、

「どれも捨てがたい」と感じているのが正直なところで

す。今後の研究の進み方や自分の興味の変化を見な

がら、大学院の2年間でじっくり考えたいと思います。

A5　理学部から金研への配属枠は確かに限られて
いますが、もし学部で行けなくても大学院試験で挽回

できるチャンスがあります。

他の研究室を見てから金

研に来ることにも大きな

意義があると思います。や

りたいことがあるなら、迷

わず第一志望で出してみ

てください。同期が少ない

という不安はあるかもし

れませんが、最終的に大

事なのは「自分が何をし

たいか」です。挑戦してみ

ましょう！

A1　高専では情報系を専攻していて、情報は他分
野と組み合わせてこそ力を発揮すると考えていまし

た。その中で特に興味を持ったのが材料分野でした。

出身が仙台ということもあり、「材料といえば金研」と

いう印象が強くありました。そこで計算系を主軸とし

た研究室を見つけ、自分のやりたい研究内容と一致

したことから、進学を決意しました。分野が大きく変

わることへの不安はありましたが、それ以上に「絶対

に何かを成し遂げたい」という気持ちが勝りました。

A2　高専時代は名前から「金属だけを扱う研究所」
というイメージを持っていました。専攻科1年のと

きに金研が立ち上げに携

わった企業でインターンを

経験し、企業との距離の近

さや、金属以外の幅広い材

料研究が行われているこ

とを知り、印象が大きく変

わりました。また、学生が少

ないからこそ研究に集中

しやすい環境が整ってい

ると感じます。計算資源の

取り合いがなく、先生にも

質問しやすいため、研究を

スムーズに進められます。

A3　情報系出身であることは、材料研究に新しい視
点を持ち込めるという大きな強みになっています。将

来のキャリアの幅も広がると感じています。材料の基

礎知識の学び直しは大変でしたが、情報の知識を生

かしながら材料研究に取り組むことで、自分ならでは

の強みを発揮できると考えています。

A4　博士課程後期への進学を希望しています。将
来的にアカデミアか企業に進むかは、これからの研

究を通して判断したいと考えています。変化の激しい

AI・材料開発の分野で最先端についていける力を

つけ、研究を深めた先に自分がどのように社会に貢

献できるかを見極めたいと思います。

A5　金研には思っている以上に高専出身の学生が
多く、しっかり実績も残しています。だから「高いハー

ドル」と思わず、興味があるならぜひ挑戦してほしい

です。研究の世界では、高専で培ったスキルや経験

が本当に必要とされています。自分を信じて、一歩踏

み出してみてください！

早川 宗浩さん

所属：理学部物理学科　4 年生　
道のり：東北大学理学部物理学科→4年次配属：藤原研究室（結晶
物理学研究部門）

沼田 拓樹さん

所属：工学研究科知能デバイス材料学専攻　博士課程前期 1 年
道のり：仙台高等専門学校→久保研究室（計算材料学研究部門）

佐藤 日向子さん

所属：工学研究科応用物理学専攻　博士課程前期 1 年
道のり：島根大学→淡路研究室（附属強磁場超伝導材料研究センター）

高温超伝導線材の界面で電流がどのように分担・移動するのか
を調べ、産業応用に必要な基礎データを集めています。強磁場
マグネットや核融合炉につながる重要な研究で、試行錯誤を重
ねながらそのメカニズム解明に取り組んでいます。

金研には、学内からの進学者に加え、他大学や高専など、さまざまな背景をもつ学生が集まっています。
今回は、異なる道のりを経て金研を選んだ 3人の学生に、

その理由や、実際に感じている魅力やメリットなどを語っていただきました。

VOICE
学生
イン
タビ
ュー

Q1. 金研に進学を決めたきっかけ

Q2. 進学前の金研の印象と実際に来てから感じること

Q3. それぞれの背景から進学するメリット

Q4. 卒業後の進路

Q5. それぞれの後輩へのメッセージ

研　究
テーマ

結晶成長の仕組みを、固体と液体の界面の様子をリアルタ
イムで観察することによって明らかにする研究をしていま
す。融点が高く実験が難しいチタンの界面形成に挑み、結
晶成長の新しいメカニズム解明を目指しています。

研　究
テーマ

大規模な分子力学シミュレーションを用いて、エンジンオイルに添
加される潤滑油添加剤が高温・高圧な摩擦環境でどう働くのかを解
明しています。実験では観察しにくい部分をシミュレーションで明
らかにし、高性能な材料につながるメカニズムを探っています。

研　究
テーマ

interview01 interview03

interview02

多様なバックグラウンドの学生
in the case of

from 他大学

from 学内
from 高専

過去の学生インビューは

こちらよりご覧ください。

最前線の研究者が、
　　　　　すぐそばに！

圧倒的な設備環境。
　自分の研究室では、ほぼ1人1台の装置！

街中という立地の良さで、
　勉強場所選びも、気分転換も自由自在！

推し
ポイント

推し
ポイント

推し
ポイント



海外で研究するという働き方

──現在の仕事内容を教えてください
米国のオークリッジ国立研究所（ORNL）で、炭化ケ
イ素（SiC）という材料が強い放射線環境にさらされ
たときに、内部構造や性質がどのように変化する
のかを調べています。具体的には、材料の微細組織
に及ぼす放射線の影響を顕微鏡観察や各種測定で
捉え、その変化が材料の強度特性にどう影響する
のかを分析します。得られた知見を論文としてま
とめ、研究成果として発信することが日々の中心
です。加えて、日米共同研究の枠組みでは、試料の
取り扱い手順の確認や作業フローの調整など、実
験が円滑に進むよう運用面のサポートにも関わっ
ています。

──海外でのキャリアを意識し始めたきっかけは
何でしたか？
修士2年で博士課程に行くと決めた時に、ORNL に
いた経験のある先生から「アメリカいいよ」と勧め
られたことで意識し始めました。英語が好きで、高
専の時に国際交流活動も積極的にしていたのでも
ともと興味もありました。今のポストは実は博士1
年のときにも声をかけてもらっていて、それがきっ
かけになっています。ORNL に行くかどうかは本当
に迷いました。単純に日本を離れたくないという
理由でしたが、後悔すると思ったのでチャンスを
逃さないようにと決断しました。

──修士修了後の進路について、就職か博士課程進
学かで迷いはありましたか？
迷いはありました。もともと博士課程に進学する
つもりだった一方で、周りが就職活動を進めてい
るのを見て焦りもありました。ただ、研究室の環境
がよく、先生方が学生をしっかり見てくれていた
ので、ここで博士を取りたい気持ちが強くなりま
した。経済面も不安でしたが、東北大学の支援制度

で見通しが立つと
分かり、決断しや
すくなりました。

高専からまだ見ぬ材料研究への挑戦

──高専から金研の笠田研究室を選んだ決め手は
何でしたか？
高専からの就職率は高いため就職することも考え
ましたが、進学するなら「自分がまだ見たことのな
い世界を見たい」と思っていました。金研を選んだ
のは、最先端の材料研究を行っているためです。機
械系出身で不安もありましたが、オープンキャン
パスの時、食堂で一人研究室紹介のポスターを持っ
て立っている笠田先生と話し、純粋にわくわくし
たことが決め手でした。

──学生時代の研究内容を教えてください
ホウ化チタン系材料の焼結プロセスに取り組みま
した。融点が高く硬い材料は、固めて緻密にするの
が難しいという課題があります。そこで焼結助剤
を使うことで、焼結性能を向上させました。粉末の
評 価 か ら、で
きあがった材
料の特性評価
ま で 行 い、よ
り低い温度で
も緻密化でき
ることを示し
ました。

──学生時代の研究で面白かったこと、今の研究の
醍醐味を教えてください
学生時代は、焼結性能を向上させるために助剤を
試行錯誤しながら添加するなど、未開拓な材料分
野を自ら切り拓く点が面白かったです。現在は、先
人が築いた知見に対して新たな解釈や発見を提示
し、歴史ある研究分野に自身の成果を積み上げら
れる点に醍醐味を感じています。

今が大切 チャンスを掴むための準備

──海外の研究所で働くことの魅力や、今後の展望
について教えてください
資金や人材が比較的潤沢で、成果を形にしやすい

環境だと感じます。論文として発信しやすい場に
いることで、若いうちに実績を積めるのは魅力です。
今後は、さらに上を目指す道も、日本に戻って経験
を活かす道も、状況を見ながら柔軟に考えています。

──研究者として大切にしている価値観は何です
か

「今が大切」です。実験やデータ解釈は、その瞬間に
感じた違和感や判断の根拠があとから薄れやすい
ので、記憶が新しいうちに整理して次につなげる
ようにしています。待ち時間も前提に計画して、複
数の仕事を並行しながら、限られた時間の価値を
最大化する意識が重要だと思っています。

──最後に、進路に迷っている学生へメッセージを
お願いします
好奇心や挑戦したい気持ちが勝つなら、研究者へ
の道に一歩踏み出してみてもいいと思います。海
外は生活面の不安もありますが、事前に調べて準
備すれば何とかなることが多いです。大事なのは、
チャンスが来たときに掴めるように、普段から研
究に集中して、論文や学会発表で自分の強みを示
しておくことだと思います。今が大切で、今日でき
ることを今日やる積み重ねが、次の機会につながっ
ていきます。金研の恵まれた環境や支援を最大限
に使って、次につながる成果と経験を積んでほし
いです。

金研は、材料科学の基礎から応用にわたる教育活動を展開し、
これまで多くの優秀な人材を輩出してきました。
今回は金研のOB（2024年博士卒）であり、現在Oak Ridge National Laboratoryで
ご活躍されている陣場優貴さんに出身研究室の水野と上山がお話を伺いました。

詳 し い イ ン
タ ビ ュ ー 内
容 は ウ ェ ブ
サ イ ト を ご
覧ください。

Profile

材料研究で切り拓く海外キャリア　
金研から米国国立研究所へ
Oak Ridge National Laboratory

陣場 優貴さん

Oak Ridge National Laboratory、Postdoctoral Research Associate。八戸工業高等専門学校専
攻科卒業後、東北大学工学研究科量子エネルギー工学専攻博士課程前期入学。同博士課程後期
修了（2024年）。所属研究室は原子力材料工学研究部門（笠田研究室）。

在学中、国際会議 ICACC（フロリダ）に参加
した時の様子。近藤先生と

2025年12月インタビュー
水野魁人、上山魁

（笠田研究室）

渡米後にお迎えした愛ネコの
てんてんちゃんと

趣味の釣りで、渡米後には
じめて釣れた一匹

世界最先端の材料研究を市民に体験しても
らうための「科学のお祭り」です。毎回たく
さんの小中学生が参加して、各研究室のブー
スでは実験などを体験します

お花見会
（共融会 主催）

金研ビアパーティー
（院生会 主催）

どんと祭
（院生会 主催）

※共融会：金研の教員・職員・学生すべての親睦団体
※院生会：金研学生の親睦団体

●2025 年 3 月～ 2026 年 1 月受賞者
毎年多くの学生が受賞しています。

きんけん一般公開（隔年開催）
春季金研講演会

秋季金研講演会

女性教職員学生
による茶話会を
不定期開催して
います！

不定期開催

2025 3/12 日本原子力学会材料部会 Best Figure 賞 量子エネルギー材料国際
研究センター 宮田 穂高 工学研究科 量子エネルギー工学専攻 D3

3/25 応用物理学会放射線分科会 学生講演奨励賞 先端結晶工学研究部門 浦野 雄介 工学研究科 材料システム工学専攻 D2

7/25 学術変革領域研究（B）「STED 技術による生物と無生物をつなぐメゾスケール 現象の
動的解明」第3回領域会議 優秀発表賞 先端結晶工学研究部門 藤原 千隼 工学研究科 材料システム工学専攻 D1

8/29 錯体化学若手の会夏の学校2025 Chemistry Letters Young Researcher Award 錯体物性化学研究部門 伊藤 千紗 理学研究科 化学専攻 D3

9/1 International Conference on Excited States of Transition Elements (ESTE2025) 優
秀ポスター賞 先端結晶工学研究部門 藤原 千隼 工学研究科 材料システム工学専攻 D1

9/3 低温工学・超電導学会 東北・北海道支部 第25回超伝導・低温若手セミナー若手奨励
賞

強磁場超伝導材料研究セ
ンター 櫻井 響介 工学研究科 応用物理学専攻 D3

9/12 2025年度材料部会夏季セミナー 原子力材料工学研究部門 高 子墨 工学研究科 量子エネルギー専攻 D3

9/16 錯体化学会第75回討論会 ポスター賞 錯体物性化学研究部門 関根 幹人 理学研究科 化学専攻 M2

9/18 日本鉄鋼協会 第190回秋季講演大会 学生ポスターセッション奨励賞 金属組織制御学研究部門 佐藤 遼風 工学研究科 金属フロンティア工学専攻 M2

日本鉄鋼協会 第190回秋季講演大会 学生ポスターセッション優秀賞 金属組織制御学研究部門 渡部 奎侑 工学研究科 金属フロンティア工学専攻 M2

日本鉄鋼協会 第190回秋季講演大会 学生ポスターセッション優秀賞 金属組織制御学研究部門 柳井 陽太郎 工学研究科 金属フロンティア工学専攻 M2

日本鉄鋼協会 第190回秋季講演大会 学生ポスターセッション優秀賞 金属組織制御学研究部門 高橋 利基 工学研究科 金属フロンティア工学専攻 M2

10/3 第22回核融合炉材料国際会議 ICFRM-22 ポスター賞 原子力材料工学研究部門 水野 魁人 工学研究科 量子エネルギー工学専攻 M2

10/6 2025年新技術新材料分科会主催研究会第6回研究会 優秀ポスター賞 先端結晶工学研究部門 末積 尚人 工学研究科 材料システム工学専攻 M1

10/11 第80回年次大会 日本物理学会 学生優秀発表賞（領域4） 低温物質科学実験室 工藤 英鉄 理学研究科 物理学専攻 M2

第80回年次大会 日本物理学会 学生優秀発表賞（領域6） 低温物質科学実験室 坂元 玲王 理学研究科 物理学専攻 M2

10/24 応用物理学会放射線分科会 学生講演奨励賞 先端結晶工学研究部門 仲田 侑平 工学研究科 材料システム工学専攻 M1

10/30 公益社団法人 腐食防食学会 第72回材料と環境討論会コンペティション 若手講演奨
励賞 耐環境材料工学研究部門 奥村 昴生 工学研究科 量子エネルギー工学専攻 M1

11/5 一般社団法人 日本熱処理技術協会 第100回秋季講演大会 研究発表奨励賞（最優秀賞） 金属組織制御学研究部門 高橋 利基 工学研究科 金属フロンティア工学専攻 M2

11/6 MSSp2025 Best Poster Award 磁性材料学研究部門 Huameng Yu 工学研究科 知能デバイス材料学専攻 M2

11/7 2025 IEEE NSS MIC RTSD（国際会議）First Place, Student Paper Award, Oral 
Presentation 先端結晶工学研究部門 藤原 千隼 工学研究科 材料システム工学専攻 D1

12/4 プラズマ・核融合学会 第42回年会 若手学会発表賞 原子力材料工学研究部門 水野 魁人 工学研究科 量子エネルギー工学専攻 M2

12/8 The 14th International Conference on Advanced Materials and Devices 
（ICAMD2025）ポスター賞 複合機能材料学研究部門 滝川 敦之 工学研究科 材料システム工学専攻 M2

12/10 第54回結晶成長国内会議（JCCG-54） 講演奨励賞 先端結晶工学研究部門 仲田 侑平 工学研究科 材料システム工学専攻 M1

第54回結晶成長国内会議（JCCG-54） 学生ポスター賞 先端結晶工学研究部門 Murugesan 
Naveenkarthik 工学研究科 材料システム工学専攻 M2

第54回結晶成長国内会議（JCCG-54） 学生ポスター賞 先端結晶工学研究部門 川畑 諒輔 工学研究科 材料システム工学専攻 M2

第54回結晶成長国内会議（JCCG-54） 学生ポスター賞 先端結晶工学研究部門 末積 尚人 工学研究科 材料システム工学専攻 M1

第54回結晶成長国内会議（JCCG-54） 学生ポスター賞 結晶物理学研究部門 田中 尚暉 理学研究科 物理学専攻 D1

第54回結晶成長国内会議（JCCG-54） 学生ポスター賞 結晶物理学研究部門 吉田 瑛紀 理学研究科 物理学専攻 M2

12/31 第45回電子材料研究討論会 奨励賞 先端結晶工学研究部門 藤原 千隼 工学研究科 材料システム工学専攻 D1

2026 1/29 応用物理学会放射線分科会 若手研究会2026 優秀研究賞 先端結晶工学研究部門 末積 尚人 工学研究科 材料システム工学専攻 M1

在 学 中、第 140 回 金 研
講 演 会 で 最 優 秀 ポ ス
ター賞を受賞。古原所
長（当時）と



金属材料研究所講堂にて、三原潤さん（M1）、川崎謙太さん（M1）、原幸日さん（M2）、齋藤隼輝さん（D2）を撮影しました。講堂は、2016年の金

研創立100周年記念事業の一環として改修工事が行われ、内装の整備や家具の更新が実施されました。講演会や一般公開、シンポジウムなど、

多くの本所イベントで幅広く利用されています。（学年は2026年3月当時）
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キャンパスマップは
こちらから

※本誌では東北大学の学年を次の略称でも記載しています：学部生（B）、博士課程前期を修士（M）、博士課程後期を博士（D）




